
改めまして、喜多でございます。本⽇は、サイオス株式会社決算説明にご出席、
ご臨席いただきまして、誠にありがとうございます。それでは、始めさせていた
だきます。



本⽇は、こちらの⽬次にございます内容でご説明を進めさせていただきます。
まず、簡単に会社・事業概要を改めてご説明させていただきました後に、業績サ
マリーから上期連結状況、セグメント状況、成⻑戦略の進捗、そして、当期の業
績予想ということをご説明させていただいて、その後に、株主還元について少し
触れさせていただくという内容で進めさせていただきます。
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それでは、まず会社・事業概要からご説明いたします。
サイオスグループは、「世界中の⼈々のために、不可能を可能に。」をミッショ
ンに、オープンソースソフトウェアとAI技術で企業のITを⽀えるということを
事業として進めております。
創業は1997年、従業員数が現在544名、連結グループ６社、エンジニア⽐率が
61%というような内容となっております。
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私どもの競争⼒の源泉は、オープンソースソフトウェアでございまして、オープ
ンソースソフトウェアのオープンで⾃由な発想、⾰新性がDNAとして企業⾵⼟
に根付き、競争⼒となっています。
オープンソースソフトウェアとは、世界中のエンジニアが協働で開発、改善する
⾼い透明性を持つソフトウェアでございます。このカルチャーに基づき、オープ
ンで活発な情報発信、エンジニアが⾃発的に技術を発信するブログ等を展開して
おります。また、部や課といった従来型の組織のないフラットな組織で事業を展
開しておりまして、働きやすさ、そして、働きがいを両⽴する環境は、外部機関
にも評価をいただいております。
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セグメントとしては、ここにございます３つのセグメントで企業向けソリューシ
ョンを提供しております。
まず、プロダクト＆サービス。プロダクト＆サービスは、⾃社開発ソフトウェア
製品の販売サポートを⾏っております。続いて、コンサルティング＆インテグレ
ーション。こちらは、企業向けシステムの企画・開発・運⽤でございます。
そして、３つ⽬がソフトウェアセールス＆ソリューション。最先端ソフトウェア
の販売と技術サポートを⾏っております。
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設⽴以来、順調に伸⻑してきておりまして、1997年、株式会社テンアートニと
して設⽴しまして、当期で29年⽬ということになります。
2026年は、第30期売上⾼200億円を業績予想として発表しております。このよ
うな形で順調に成⻑してまいりました。⼀番下に書いていますとおり、オープン
ソースソフトウェア、クラウド、AI等の先端技術で企業のDXを⽀援してきてお
ります。
以上、簡単ではございますが、会社・事業概要とさせていただきます。
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それでは、ここから業績についてお話をさせていただきます。
この2026年12⽉期の上期につきましては、売上・営業利益とも前年⽐増収増益
という結果となりました。
連結売上⾼は109億4,400万円、連結営業利益は１億9,600万円となりました。
この営業利益の状況としましては、年度予想に対して進捗率が43.6%というこ
とで、おおむね順調に推移しているという状況でございます。
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各セグメントの状況ですが、こちらにございますとおり、プロダクト＆サービス
につきましては、セグメント利益前年⽐10.3%増となりました。
コンサルティング＆インテグレーションにつきましては1.5%減、ソフトウェア
セールス＆ソリューションは27.3%増となりました。
これらの詳細につきましては、後ほど触れさせていただきます。
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それでは、ここから連結上期状況をもう少し詳しく⾒ていきたいと思います。
2026年12⽉期上期業績ですが、全項⽬で前年伸⻑を達成しておりまして、表の
真ん中の⽩抜き数字の部分が上半期の実績でございます。売上につきましては、
先ほど申し上げましたとおり、109億4,400万円となりました。
そして、営業利益が１億9,600万円、経常利益が２億3,900万円、中間純利益は
１億4,100万円となっております。
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貸借対照表の状況でございますが、利益剰余⾦の増加による純資産は、順調に増
加しております。
表の右側が６⽉30⽇付の貸借対照表になっておりまして、表の⼀番下にござい
ますとおり、資産合計は94億4,000万円となっておりまして、純資産が20億
1,000万円という結果で終わっております。
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続いて、キャッシュフロー計算書の⽅でございます。
営業活動で獲得した資⾦の⼀部をリース債務の返済に充当して、現⾦同等物は５
億6,100万円増加しております。
グラフの⼀番右側が６⽉30⽇時点での現⾦及び現⾦同等物の状況となります。
41億4,800万円ということで、40億超えとなっております。それぞれキャッシ
ュフローの状況につきましては、ここに記載のとおりの増減となっております。
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それでは、ここからセグメント別の状況について、お話をさせていただきます。
こちらの表がセグメント別の概況の総括となります。詳細について、次のページ
からセグメントごとに⾒てまいりたいと思います。
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まず、プロダクト＆サービスセグメントにつきましては、業績はグラフ左側にご
ざいますとおりで、売上⾼につきましては24億8,300万円となりました。
セグメント利益は下のグラフ、３億1,400万円でございます。このセグメント利
益につきましては、左に書いていますとおり、前年同期⽐で10.3%増となりま
した。
⽂書管理アプリケーションの⼀部製品がサブスクモデルに移⾏したことにより、
収益が⼀時的に下押しとなっております。
⼀⽅で、主⼒製品の「Lifekeeper」「グルージェントシリーズ」は好調のため、
セグメント全体は増収増益となっております。
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ここでプロダクト＆サービスのセグメント利益の増減を、もう少し詳しくご説明
させていただきます。
こちらのグラフの右側が2026年上期のセグメント利益３億1,400万円でござい
ます。
前年の上期利益２億8,400万円から主⼒の「グルージェントシリーズ」
「Lifekeeper」によって、１億5,600万円の増益となっておりますが、先ほども
お話しましたとおり、⽂書管理アプリケーションで⼀部製品のサブスク移⾏に伴
う収益構造の変化があり、マイナス１億2,600万円となっていまして、この結果
として、３億1,400万円の着地となっております。
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この⽂書管理アプリケーションの減益要因ですが、ストック型ビジネスモデルへ
の継続投資の⼀環として⽂書管理アプリケーションのサブスク化を⼀層推進して
おります。
皆さんご存じのとおり、ご案内のとおりでございますが、ライセンスモデルは販
売時に⼀括で売上計上です。
こちらで⽂書管理アプリケーションも計上してきていたものが、サブスクリプシ
ョンモデルに今、移⾏を進めていると。
サブスクリプションモデルは、使⽤量に応じて⽉ごとに売上計上となりますの
で、これによってサブスク化が短期的に売上の下押しとなっておりますが、中⻑
期的には安定的に売上が拡⼤するモデルですので、⼀時的な下押しはあるもの
の、「モデル転換」を進めてまいりたいと考えております。
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続いて、コンサルティング＆インテグレーションです。
こちらの売上は、左のグラフのとおり、16億9,300万円となりました。
セグメント利益は２億1,000万円でございます。セグメント利益につきまして
は、前年同期⽐で1.5%減となりました。
⽂教向けシステム開発、構築⽀援及び⽣成AI導⼊⽀援事業は、案件獲得が順調
に推移したものの、その他の事業で前年度が好調であった反動で、セグメント全
体では減収減益となっておりますが、微減の状況ですので、下期に向けて巻き返
しが図れるというふうに考えております。
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続いて、ソフトウェアセールス＆ソリューションです。
こちらは、売上⾼が67億7,400万円となりました。セグメント利益は9,200万円
でございます。このセグメント利益につきましては、前年同期⽐27.3%増とな
りました。Elastic N.V.関連商品が好調に売上を伸ばした影響により、増収増益
となっております。
以上、セグメント別の状況となっております。
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ここからは、2026年成⻑戦略についての進捗状況についてお話しさせていただ
きます。
2026年成⻑戦略は、企業理念の推進「世界中の⼈々のために、不可能を可能
に。」を実現するために⼆つの注⼒成⻑戦略がございます。
⼀つ⽬がビジネスモデルの転換。ストック型ビジネスモデルへの継続投資を進め
ております。
もう⼀つの成⻑戦略は、技術⾯ではAIとオープンソースソフトウェアによる事
業強化を進めております。
それぞれの状況について、次のスライドから⾒ていきたいと思います。
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まず、ビジネスモデル転換につきましては、ストック型ビジネスモデル売上⾼⽐
率を向上させ、収益⼒を強化するということに取り組んでおります。
プロダクト＆サービスセグメントのストック売上⾼、年間40億円超を⽬指して
おります。
具体的には、サブスクリプション製品⽐率の拡⼤に取り組んでおりまして、従来
のライセンス販売に加え、サブスクリプション提供も可能にし、ストック型ビジ
ネスモデル製品の⽐率を⾼めるということに取り組んでおります。
同時に、契約数増によるストック売上の伸⻑、新規契約獲得、そして、⾼付加価
値品販売による単価増に注⼒しまして、ストック売上の増加を⽬指しておりま
す。
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このストック売上⽐率につきましては、現在、⾼⽔準で推移しております。
こちらの左側のグラフがストック売上⾼の推移でございますが、上半期につきま
しては19億8,800万円となりました。
これによって、このセグメントにおけるストック売上⾼⽐率は80.1%になりま
した。
年度予想に対する進捗率としては49.1%ということで、おおむね順調に推移し
ている状況でございます。
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特に、グルージェントフロー、グルージェントゲートにつきましては、ここにあ
りますとおり、ARR（Annual Recurring Revenue）につきまして、26.5%増
と継続して順調に伸⻑してきております。
この下の左側のグラフがこれまでの推移でございますが、2026年６⽉時点にお
きましては、９億900万円のARRに伸⻑しております。
このARRにつきましては、グルージェントフローが現在54.6%増となっており
ます。
また、グルージェントゲートが11.2%増と⼆桁伸⻑を実現しておりまして、順
調に推移しているという状況でございます。
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２つ⽬の成⻑戦略、技術⾯での取組みです。
AIとオープンソースによる事業強化につきましては、特にAI⾯では⽣成AI活
⽤、AIエージェント的アプローチによる事業強化を進めております。
具体的には、まずプロダクト＆サービスセグメントにおいて、⾃社製品へのAI
機能搭載を継続開発しております。
また、コンサルティング＆インテグレーションにおいて、顧客のAI活⽤⽀援を
積極的に展開しておりまして、現在多くの事例が進んでいるという状況でござい
ます。
また、全セグメントを通じてAI活⽤による開発⼯数の⼤幅な削減に取り組んで
おります。こちらもう少し詳しくご説明をさせていただきます。
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また、全セグメントを通じてAI活⽤による開発⼯数の⼤幅な削減に取り組んで
おります。こちらもう少し詳しくご説明をさせていただきます。
AI活⽤による開発⼯数の⼤幅な削減に取り組んでおりまして、オープンソース
で培った設計⼒を⽣かしまして、システムのAI駆動開発に投資しております。
⼤きく分けて、下の図にありますとおり、４つのプロセスに、全⾯的にAIを投
⼊しております。
要するに、開発⼯程の全⼯程に複数AIを活⽤して、全⾃動化を進めておりま
す。
この４つの開発⼯程において⼈間の判断というのは品質保証の部分だけでござい
まして、それぞれの⼯程における重要事項の判断のみエンジニアがやっていると
いう状況でございます。
これにより開発⼯期短縮による製品開発⼒強化、また、エンジニアリソースの最
適配分によって競争⼒の強化を進めております。
以上、成⻑戦略の取組状況の説明とさせていただきます。
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ここで、当期12⽉期の業績予想についてお話をさせていただきます。
業績予想につきましては、据え置きとさせていただきます。
表の⽩抜き⽂字の部分が当期の、上期の着地状況でございますが、左側が業績予
想になっておりまして、売上は200億円、営業利益は４億5,000万円、経常利益
５億1,000万円、純利益３億7,000万円を⽬指しておりまして、それぞれの進捗
率は、⼀番右に書いているとおり、おおむね順調に推移しているという状況でご
ざいます。
このようなことから、今、申し上げましたとおり、業績予想は据え置きとさせて
いただいております。
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最後に、株主還元につきまして簡単にご説明させていただきます。
まず、配当につきましては、2026年12⽉期は５円予想とさせていただいており
ます。
そして、2027年12⽉期以降は、連結配当性向30%以上を⽬標として取り組み
を進めております。
こちら、当初の発表の計画どおりの状況でございます。
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最後に、株主優待につきまして簡単に触れさせていただきます。
株主の皆様の⽇頃よりのご⽀援に対する感謝を表すとともに、当社株式への投
資、中⻑期な保有をいただける株主様の増加を図ることを⽬的として、株主優待
を導⼊しております。
基準⽇12⽉末⽇で、保有株式数200株以上の株主様に2,000円相当のカタログギ
フトを提供するというような内容となっております。
以上で、2026年度中間期の決算説明とさせていただきます。
ご清聴ありがとうございました。
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2026年 12月期第２四半期決算説明会 質疑応答 

説明会での質疑応答をそのまま書き起こしたものではなく、簡潔にまとめてお

ります。 

 

質問：2026 年 12 月期業績予想は当初のまま据え置きとありますが、上期実

績では最大の収益源であるプロダクト＆セールスセグメントの営業利益達成

率が 33.1％となっております。下半期で予想達成に向けてどのように改善し

ていくのかお考えをお聞かせください。  

 

回答：先ほどご説明した通り、文章管理アプリケーションのサブスクリプショ

ン移行に伴い、ライセンスの一括売上計上が抑えられるため、これが利益の下

押し要因となっております。 

この取り組みが一巡すれば売上・利益の安定成長に繋がりますが、利益の下押

しは上期だけでなく下期も発生する見込みです。 

しかし幸いにも、「LifeKeeper」や「グルージェントフロー」などの他製品が

順調に推移しており、この下押し要因はある程度カバーできる状況です。さら

に、「コンサルティング＆インテグレーション」および「ソフトウェアセール

ス＆ソリューション」の上積みも含めることで、通期の営業利益予想について

は達成できると考えております。 


